
＼令和 3年8月 23日

一般社団法人日本医療法人協会 御中

内閣府規制改革推進室

「規制改革・行政改革ホットライン（縦割り 110番）」の御案内
～新規の受付を再開いたしました～

時下、益々御清祥のこととお慶び申し上げます。

この度、令和 2年 11月 27日から受付を停止しておりました「規制改革・行政改革ホット

ライン（縦割り 110番）」につきまして、令和 3年8月 23日15時より受付を再開いたしま

した。

内閣府規制改革推進室では、役所の縦割り、前例主義の是正を始めとする規制改革・行政

改革の推進に当たり、広く国民や企業および団体等の声をお伺いして改革に結び付けるた

め、平成 25年3月から運営している「規制改革ホットライン」を改組し、令和 2年9月 25

日に「規制改革・行政改革ホットライン（縦割り 110番）」を開設いたしました。

改組後、想定を超える多くの御意見・御提案をいただいことから、令和 2年 11月 27日よ

り、新規の受付を停止しておりましたが、停止するまでに受け付けた御意見・御提案に対す

る対応が進展したため、令和 3年8月 23日15時より新規の受付を再開いたしました。

日常生活や仕事において不便を感じている、あるいは改善を図るべきと思える国の制度

がございましたら、ぜひ具体的な改革提案をお寄せ下さい。

提案の提出方法につきましては、内閣府のホームページの「受付フォーム」から御提出い

ただくほか、電子媒体 (CD-R等）を郵送での御提出も可能です（添付「『規制改革ホット

ライン』提出方法」を御参照願います。）。

＜内閣府ホームページURL~

https ://form. cao. go. j p/kokumin_koe/opinion-0009. html 

【受付期間】 常時

【添付資料】 ・『規制改革ホットライン』提出方法

．＜記載例〉規制改革に関する提案 (HP)

.＜様式〉規制改革に関する提案

※電子データが必要な場合はご連絡願います。

く間い合わせ先：規制改革ホットライン担当＞

電話： 03-5253-2111（内線 32461又は 32464)

メール・.Ki sc i gyousc i ho t l inc. z8a@cao. go. i p 

月曜日～金曜日 9時 30分～18時 15分

※電話による提案の受付は行っておりません。

https://www8.cao.go.jp/kisei-kaikaku/#hotline


『規制改革・行政改革ホットライン』提出方法

1. ホームページの「受付フォーム」から御提出いただく場合

以下の「受付フォーム」から提出して下さい。

なお、記載にあたっては、記載例を参照して下さい。

【提案書】受付フォーム

ht t PS:// fa rm. cao. go. j p/kokum in koe/ op in i on-0009. h tm I 

【記載例】別添「＜記載例〉規制改革に関する提案 (HP)」を参照

2. 電子媒体 (CD-R等）を郵送で御提出いただく場合

所定の様式に記載したものを提出して下さい（返却はいたしません。）。

様式（データ）が必要な場合は、お問い合わせください。

送付される際は、封筒に「規制改革ホットライン提案在中」と明記して

下さい。

＜送付先＞

〒100-8914 東京都千代田区永田町 1-6-1中央合同庁舎第 8号館

内閣府規制改革推進室 宛

3.上記 2つの方法によって御提出していただくことが困難な場合

規制改革推進室ホットライン班へご相談下さい。

＜規制改革・行政改革ホットライン担当＞

電話： 03-5253-2111

（内線32 4 6 1又は 32464)

月曜日～金曜日 9時 30分～ 18時 15分

https://form.cao.go.jp/kokumin_koe/opinion-0014.html


く記載例＞規制改革に関する提案(HP) | 
I規零J改 亭 1こ闘する 皿寧

1回 苓雪へのメッセージ

内 閣 府規制改 革 露 造 室で は ｀国の矯制改革に関する具体的 な嚢案を瓢集していま す．

ご這章は以下の受付フォ ー ム より、 い つ で も 受け付け て お ります．

虚必須」と付 し た償（こついて は、 必ず御記入の上 ｀ 内 苔確認ポタンを クリ ックして下 さい（記入漏れが あると送信されませ ん． ） ．

震章（こあたっては 、 貧馨事項 (PDF形式 ：11 3 KBlを徊蹟認下さい•

なお、

．圏 の網度とは関係のな い御 〇見

・外 交 、税綱 予 罠、 阻 璽 政 治 聞 運 に関 す るもの

•IJ国中Ill｀撞9,J鑽書等｀規制改革と閲係のない御窪見

•明らかに事実臼口に墨づく もの

・内苔が9翼昧又は 1由象 的な もの

．感 笠 や 公 乎性を欠いた慇情的 な鐸璽見

.“ 9l事霞に関 する霰衷饗望

疇は、檎 討 対 象としない珊合 がありますの で 、予めお含みおき下 さい．

捷素の処 J璽吠況等に ついては下記までお問い合わせ下さい・

【閏 合 せ先J 規 制 改革 箪 遷 室 03-5253-2111 内練 32461又 は 32464

l必要事項を記入後［内容確認画面へ進む］ポタンをクリックしてください。

閾 文字化けを防ぐため、半角カタカナ、丸数字、 特殊文字 は使用しないでください 。

侵！ 用さ れた 場合 、一 部特殊文字 は規則1こ岱い、自動的に置き換えて受 1言を行 います 。

あらかじめ御了承ください 。（詳細は旧和 怜 え 輝則lこつ いて 1を御梵ください 。）

規卸J改革9佳道茎； ，
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（御記入に当たっての注意事項）

複数の提案を行う場合は、 お手数ですが、 1つの提案ごとに御記入の上、複数
回に分けて御提出下さい。
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0 伍章事項名 （タイ トル ）

(SO字 以 内におま と め下さ い 。 ）

一。 <1.)JI体 的内宮

(30呼以内、できるた1ガ具体的 r.oi綱 已入

下さい．）

一
C 雫9欝理由

(700'字以内でさる応ナ真体的I.cl匹 a入
下さい•可能な阻り、提富か爽現した場合

に這 定さ，nる経漬的 又 は社会的 な効星に

ついても、鳳体的に記載して下 さい． （消賣

や投貴の促追 コストの削減、肝認可 等取

復U哨“'a注口船置など） ） 

一
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0提案内容を端的に示す事項名 （タイトル）を記入して下さい(50字以内）。

0提案内容を、できるだけ具体的に記入して下さい(300字以内）。

・現状の規制・制度の問題点、改善の必要性・根拠をできるだけ具体的に記入して下さい（必ずしも法令上
の問題でなくとも、規制的な運用に問題がある場合も含みます。）。

0提案理由をできるだけ具体的に、また、可能な限り、提案が実現した場合に想定される経済的又は社会
的な効果（消費や投資の促進、コストの削減、許認可等取得期間の短縮等）についても記載してください
(700字以内）。
・提案が法令上の問題である場合には、根拠となる法令等による規制の撤廃を求める提案であるのか、数
量等の規制の緩和を求める提案であるのか（数量等については、どこまで緩和する必要があるのか）を
記入いただくと、提案の内容がより具体的になります。

・単に規制・制度を廃止するというだけではなく、どのような規制・制度に変えればよいのか等を記述する
とより効果的です。

」'



〇当譴珈曝滋双い砧の

杯明0)場合はnIIJlJを選捐してF

正
0上記の具体的な根拠法令等

（おわかり嗚れば）

0提稟者

（僭、＼または会•目体）□9し

紐名•曝名恕暑臥下紅

（僭人の蜆合は「個人」と祠記入下さ

ヒ
〇会臨・目認訟却）昧

（信人の場合は「111人（非公姦）」を選
損して下芍ヽ．）

冒

0提案者氏名（非公姦）

（会社•団体の場合はI撻当者名」を

御記入下aぶ）

ロ
〇竜譴号（非公姦）

（できましだ丑＂記入下 aぶ）

0電子メールアFl,ス（非公姦）

ロ

〇法律や政令 O省令 0左記以外の制度

〇個人 O会社・団体

ニニ残り文字釦0

〇公表 O非公表 Ooo人（非公表）

残り文字扱60

残り文字孜40

残り文字扱60

O不明

残り文字扱150

⇒ 
二

規制等の根拠となっているものを選択して下さい。不明の場合は「不明」を選択して下さい。

規制等の根拠、又は改正すべきであると考える法令等の名称及び該当条項等を記入して下さい。

二［提案者の別を選択して下さい。

I 

⇒ 
I 

団体・法人による提案の場合には、団体名・法人名を記入して下さい。

個人での提案の場合は、「個人」と記入して下さい。

提案主体名の「公表」「非公表」の別を選択して下さい。提案内容は公表が前提です。

※ 個人からの提案は、「提案主体名」欄に「個人」と記載されるのみで、氏名は公表されません。

複数の主体による共同提案である場合は、主な連絡担当となる方を記入して下さい。

提案内容の詳細について当室から連絡・確認させていただくことがありますので、御協力をお願いします。



く様式＞規制改革に関する提案

三記載時の奮意事項

． 

I 

提案の具体的内容
(300字以内、必須）

提案理由
(700字以内、必須）

規制の
根拠

具体的な
根拠法令等
（おわかりで
あれば）

提案主体名
（会社名・
団体名）
（必須）

会社名 ・
団体名の

公開の可否
（必須）

提 案 者 ． 
連 絡 先 ・・X非公開情報

0提案理由をできるだけ具体的に、また、可能な限り、提案が実現した場合に想定される 提案主体名の
経済的又は社会的な効果（消費や投資の促進、コストの削減、許認可等取得期間の短縮 ＿ 

規制等の根拠と 団体・法人による
「公表」「非公0提案内容を、できるだけ具体的に記入して下さい(300字以 なっているもの規制等の根拠、提案の場合に

0提案内容を端的に示内）。
等）についても記載してください(700字以内）。

を、プルダウンメ又は改正すぺき は、団体名・法人 表」の別をプル
ダウンメニュー

す事項名 （タイトル）を記 ニューより選択しであると考える法名を記入して下さ
入して下さい(50字以 ・現状の規制・制度の問題点、改善の必要性・根拠をできるた・ ・提案が法令上の問題である場合には、根拠となる法令等による規制の撤廃を求める提 から選択して

案であるのか、 数量等の規制の緩和を求める提案であるのか（数量等については、どこ
て下さい。 令等の名称及びい

下さい。内）。 け具体的に記入して下さい（必ずしも法令上の問題でなくとも 不明の場合は、該当条項等を記個0人での提案の
規制的な運用に問題がある場合も含みます。）。

、まで緩和する必要があるのか）を記入いただくと、提案の内容がより具体的になります。
「不明」を選択し 入して下さい。 場合は、「個人」と 提案内容は公

・単に規制・制度を廃止するというだけではなく、どのような規制・制度に変えればよいの 表が前提で
か等を記述するとより効果的です。 す。て下さい。 記入して下さい。

，
 

干
湘 電話薔号 ・→ai1アドレス

（必須） J (必須）

複数の主体による共同提案であ
る場合は、主な連絡担当となる
方を記入して下さい。
提案内容の詳細について、当室
から連絡・確認させていただくこ
とがありますので、御協力をお
願いします。




